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	█要約

2023 年 9 月期第 2 四半期は 3 期連続増収、 
グローバル専門商社構想の加速化で海外事業が大きく成長

レカム <3323> はオフィスや工場、その他施設等に対する様々なソリューションビジネスを展開している。国

内においては、情報通信、省エネ、セキュリティ領域においてカーボンニュートラルソリューション、コストダ

ウンソリューション、サイバーセキュリティソリューションを実施している。海外では、中国、タイ、インドネ

シア、ベトナム、マレーシア、シンガポール、インドにおいて、LED照明、エアコン、コンプレッサー等の省

エネ領域におけるカーボンニュートラルソリューションやコストダウンソリューションを実施している。このほ

か、感染対策や脱臭等のソリューションや業務プロセスの自動化、BPOサービス等のDX支援サービスを提供

する。

1. 2023 年 9 月期第 2 四半期決算の業績概要

2023年9月期第2四半期（2022年10月～2023年3月）業績は、売上収益が前年同期比9.4%増の4,574百万円、

営業利益は同 39.1%減の 136 百万円、税引前利益は同 47.7%減の 133 百万円、親会社の所有者に帰属する四

半期利益は同 62.4% 減の 76 百万円だった。売上収益は 3期連続で増収。なかでも海外ソリューション事業は

前年同期比 29.5％増となり、ロックダウンの解除やゼロコロナ政策が終了した中国が 2倍近く伸長、インド子

会社が営業再開し、その他各国においても増収となった。一方、利益面では仕入商材の値上げを販売価格に転嫁

できなかったことや、海外ソリューション事業で値引きなどによる粗利率低下が要因となり、粗利率は 4.3pt 低

下し、営業利益、税引前利益、親会社の所有者に帰属する四半期利益は大幅に減益となった。また、BPR事業

において、中国での業務アウトソーシングを望まない顧客の業務を国内へ移管したことにより外注費が増加した

こと、円安の進行により中国の現地コストが上昇したことも影響した。

2. 2023 年 9 月期通期業績予想

2023年9月期の業績予想は、売上収益が10,500百万円（前期比17.7%増）、営業利益は780百万円（同88.8%増）、

税引前利益は 750 百万円（同 63.9% 増）、親会社の所有者に帰属する当期利益は 450 百万円（同 28.0%）、

EBITDAは 930 百万円（同 64.9%増）と期初の計画を据え置いている。海外では、日系企業のみならず現地ロー

カル企業においても、LED照明や業務用エアコンなどの省エネ商材への関心・需要が高まってきており、粗利

率を維持・改善できるように原価上昇分の販売価格への転嫁を進めながら、引き続き海外ローカル企業とのアラ

イアンスなどにより海外ソリューション事業の成長を加速化する計画である。国内においても、粗利率を維持・

改善するよう、仕入れ価格上昇分を販売価格へ上乗せしていくほか、営業の増員、需要の高いUTMなどのセキュ

リティ商材や介護施設などへの BCP対策用蓄電池販売などの販売施策を講じており、下期での増収増益への巻

き返しを見込んでいる。また、2023 年 4月に中国の準ユニコーン企業である杭州実在智能科技有限公司（以下、

実在智能社）と提携し、同社が開発したAI-RPA※サービスを開始、サブスクリプションモデルでサービス提供

することで、ストック収益の拡大が期待される。

※	AI-RPA（Robotic	Process	Automation）とは、パソコンの定型業務を、AI 技術などを備えたソフトウェアロボッ
トで代行・自動化するもの。

https://www.recomm.co.jp/ir/
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要約

3. 中期経営計画（2022 年 9 月期～ 2024 年 9 月期）

同社は現在、中期経営計画（2022 年 9 月期～ 2024 年 9 月期）に取り組んでいる。基本戦略として「グロー

バル専門商社構想の加速化」を掲げており、時代に合った最先端の商材やサービスを、同社の強みであるダイ

レクトマーケティング力で全世界の顧客にソリューション提案し、グローバル事業の成長を加速させる計画だ。

2024 年 9月期の定量目標は以下の 3つとなっている。なお、2022 年 9月期において中期経営計画の達成目標

である売上収益CAGR（年平均成長率）30%は確保したほか、海外ソリューション事業の営業利益シェア 50%

以上もクリアした。今後は株式時価総額目標 300 億円以上を達成するうえで、株価対策への取り組みなども注

目されてくることになろう。

1)	連結売上収益CAGR（年平均成長率）30%以上

2)	今後の主力事業と見込む海外ソリューション事業の営業利益シェア 50%以上

3)	株式時価総額 300 億円超（2022 年 12 月末時点 88億円）

Key Points

・2023 年 9月第 2四半期は海外事業がけん引し 3期連続増収
・海外ローカル企業とのアライアンスなどにより海外ソリューション事業の成長を加速化
・中国の準ユニコーン企業である実在智能社と提携し、4月より、AI-RPAサービスの提供を開始
・ベトナムのAimesoft-Joint-Stock-Company と共同開発したAI 営業支援システムを 5月より社
内に導入

・6月にマレーシア Sin-Lian-Wah-Electric-Sdn.-Bhd.（SLWE）の 100%子会社化を決定
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	█事業概要

現地有力企業とのアライアンスや M&A を積極化、 
グローバル専門商社構想を掲げる

同社は、2021 年 9月期において事業構造の見直しとともにグループ会社の再編を進め、中期経営計画策定を契

機に事業セグメントの区分を見直した。グローバル専門商社構想を掲げ、「海外ソリューション事業」「国内ソ

リューション事業」「BPR事業」の 3セグメントに括り直した。海外ソリューション事業は中国、インド及びマ

レーシア等ASEAN地域の子会社から成り、国内ソリューション事業は直営店、FC加盟店※、代理店の販売チャ

ネルにより構成されている。BPR事業は業務プロセスの自動化や BPOサービスにより、DX支援サービスやコ

ストダウンソリューションを提供する。

※	同社は無店舗型フランチャイズシステムの形態を採っている。これは、販売店舗による店頭販売ではなく営業員組織
による訪問販売を主体とするフランチャイズシステムであり、同社の事業展開の根幹となっている。

(1) 海外ソリューション事業
タイ、ベトナム、インドネシア等ASEAN地域や中国、インドに進出している日系製造業に対し、LED照明

や業務用エアコン等を用いたカーボンニュートラルソリューションや、「ReSPR」等の感染症対策ソリューショ

ンを提供している。また、M&Aにより事業を拡大させており、2021 年 6 月にシンガポールローカル企業

Greentech	International	Pte.	Ltd. を持分法適用関連会社化したほか、同年 10月にマレーシアローカル企業

Sin	Lian	Wah	Lighting	Sdn.	Bhd.（SLW）を完全子会社化する等、積極的にM&Aを進めている。アライア

ンスを含めた戦略的パートナーシップを進めることにより事業拡大を推進し、タイやインドネシア、マレーシ

アではローカルマーケットへの進出を本格的に実施している。

(2) 国内ソリューション事業
直営店、FC加盟店、代理店のチャネルを通じ、LED照明（約 5万点の商品アイテム）や省エネ性能が高い業

務用エアコン等を通じたカーボンニュートラルソリューションの提案や、コストダウンやサイバーセキュリ

ティに対するソリューション提案を行っている。また、ウイルス除菌装置「ReSPR」等の感染症対策ソリュー

ション等も併せて実施している。

(3) BPR 事業
グループ企業からの管理業務の受託及び外部顧客からの業務アウトソーシング受託、並びに業務プロセスの提

案コンサルティングを行っている。主として、国内企業から業務委託を受け、業務（バックオフィス業務から

名刺入力業務、データエントリー業務等）の内容に応じて中国のレカムビジネスソリューションズ（大連）株

式有限公司（以下、大連レカム）、レカムビジネスソリューションズ（長春）有限公司、レカム騰遠ビジネス

ソリューションズ（大連）有限公司、ミャンマーレカム株式会社の 4業務センターに振り分けている。海外

BPOセンターによるオペレーション、RPAや AI-OCR等の活用による業務自動化によりコストメリットを実

現している。また、顧客企業のDX推進に寄与するコンサルテーション提案を強化している。

https://www.recomm.co.jp/ir/


本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。

Important disclosures and disclaimers appear at the back of this document.

COMPANY RESEARCH AND ANALYSIS REPORT

FISCO Ltd.

https://www.fisco.co.jp

2023 年 7月20日（木）レカム
3323 東証スタンダード市場 https://www.recomm.co.jp/ir/

04 10

	█業績動向

2023 年 9 月期第 2 四半期は 3 期連続増収。 
売上総利益率の低下により減益となるも、 
海外ソリューション事業は売上収益・利益ともセグメント最大に

1. 2023 年 9 月期第 2 四半期決算の業績概要

2023年9月期第2四半期（2022年10月～2023年3月）業績は、売上収益が前年同期比9.4%増の4,574百万円、

営業利益は同 39.1%減の 136 百万円、税引前利益は同 47.7%減の 133 百万円、親会社の所有者に帰属する四

半期利益は同 62.4% 減の 76 百万円だった。売上収益は 3期連続で増収となったが、仕入商材の値上げを販売

価格に十分に転嫁できなかったことや、海外における競合時の値引きなどが主因となり、売上総利益率が 4.3pt

低下した。営業利益、税引前利益、親会社の所有者に帰属する四半期利益は大幅に減益となった。BPR事業に

おいて、業務アウトソーシングを手控える顧客がおり、契約解消や大連センターから国内への業務移管により外

注費が増加したこと、円安の進行で中国現地のコストが増加したことも影響した。海外ソリューション事業にお

いては、カーボンニュートラルや省エネソリューション営業に注力し、ロックダウンの解除やゼロコロナ政策が

終了した中国の売上収益が前年同期比で 2倍近く伸長。インド子会社も営業再開し、海外の各国においても順

調に増収となった。海外ソリューション事業は 3期連続で増収増益となり、セグメント売上収益及び利益とも

に国内ソリューション事業を抜き、セグメント最大となった。

2023 年 9 月期第 2 四半期業績

（単位：百万円）

22/9 期 2Q
実績

23/9 期 2Q 22/9 期
実績（参考）実績 前年同期比

売上収益 4,181 4,574 9.4% 8,920

営業利益 224 136 -39.1% 413

税引前利益 254 133 -47.7% 457

親会社の所有者に帰属する四半期純利益 202 76 -62.4% 351

EBITDA 301 208 -31.0% 564

注：EBITDA= 営業利益 +減価償却費 +償却費
出所：決算短信よりフィスコ作成
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業績動向

2. 事業セグメント別の動向

(1) 海外ソリューション事業
海外ソリューション事業の売上収益は前年同期比 29.5%増の 2,166 百万円、セグメント利益が同 24.1%増の

149 百万円と、3期連続増収増益となった。売上収益・セグメント利益ともに 3セグメントで最大となった。

中国ではロックダウンの解除やゼロコロナ政策の終了により前年同期比 193.0% と 2倍近くの増収となった

ほか、ベトナムでは同 163.6%、インドネシアでは同 132.7%と増収となり、中国、ベトナム、インドネシア

は黒字化した。インドでは 2022 年 7月に営業を再開し、インド進出企業へカーボンニュートラルやコスト削

減ソリューションを実施、10月には総合警備保障 <2331>（ALSOK）の子会社であるALSOK	India	Private	

Limited と協業に関する合意書を締結している。

(2) 国内ソリューション事業
国内ソリューション事業の売上収益は前年同期比 4.2%減の 2,117 百万円、セグメント利益が同 94.7%増の

128 百万円だった。直営店チャネルにおいては、MFP（FAX、コピー、プリンタ機能が 1つになったデジタ

ル複合機）の提案営業に注力したが、思うように販売を伸ばすことができず、ネットワークセキュリティサー

ビスの売上減少もあり、同 12.0%減収となった。FC加盟店チャネルにおいては、直営店の販売手法を水平展

開し、加盟店への販売手法の共有や販売支援を実施した効果が現れ、売上収益は同 5.4%増となった。代理店

チャネルの売上収益は、電力料金の削減需要を掘り起こし、主力商品の LED照明の販売が順調に推移したこ

とから、同 4.2%増の 503 百万円となった。なお、今期から親会社レカムを持ち株会社として位置付け、本

部経費の負担を各セグメントに求めないこととしたため、セグメント利益が前年同期比で大幅に増加している

が、同社によれば、今期の調整方法で前期と比較すると、減収に伴い減益となるようだ。

(3) BPR 事業
BPR事業の売上収益は前年同期比 2.6%減の 290 百万円、セグメント利益が同 53.0%減の 37百万円だった。

海外でのデータ加工業務の方針を変更した一部大手顧客との契約解消があり減収となったほか、大連のセン

ター内業務を国内に移管した顧客もあり外注費が増加したこと、円安の影響で中国のセンターのコストが上昇

したことなどにより減益となった。
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業績動向

事業セグメント別業績

（単位：百万円）

22/9 期 2Q
実績

23/9 期 2Q
実績

前年同期比

増減額 増減率

セグメント売上収益

海外ソリューション事業 1,673 2,166 493 29.5%

国内ソリューション事業 2,210 2,117 -92 -4.2%

BPR事業 298 290 -7 -2.6%

合計 4,181 4,574 392 9.4%

セグメント利益

海外ソリューション事業 120 149 29 24.1%

国内ソリューション事業 65 128 62 94.7%

BPR事業 80 37 -42 -53.0%

調整額 -41 -178 － －

合計 224 136 -87 -39.1%

※内部取引を含まない
出所：決算短信よりフィスコ作成

3. 財務状況と経営指標

2023 年 9月期第 2四半期の資産合計は、前会計年度末より 319 百万円減少し、8,919 百万円となった。これは、

営業債務の支払や借入金の返済等により現金及び現金同等物が 307 百万円減少したことが要因である。負債に

ついては、275 百万円減少し、4,322 百万円となった。これは、営業債務及びその他の債務が 72百万円、契約

負債が 80百万円、借入金が 81百万円それぞれ減少したことが要因である。資本合計は、44百万円減少し、4,596

百万円だった。

財務状況

（単位：百万円）

22/9 期末 23/9 期 2Q末 増減額

流動資産 6,704 6,434 -269

非流動資産 2,535 2,484 -50

資産合計 9,239 8,919 -319

流動負債 3,354 3,287 -67

非流動負債 1,244 1,035 -208

負債合計 4,598 4,322 -275

親会社の所有者に帰属する持分 4,326 4,261 -64

非支配持分 314 335 20

資本合計 4,640 4,596 -44

負債及び資本 9,239 8,919 -319

出所：決算短信よりフィスコ作成
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	█今後の見通し

海外ローカル企業とのアライアンスや M&A により、 
海外ソリューション事業の成長を加速。 
国内ソリューション事業の改善ポイントは明確で下期巻き返し図る

1. 2023 年 9 月期通期業績予想

2023年9月期の業績予想は、売上収益が10,500百万円（前期比17.7%増）、営業利益は780百万円（同88.8%増）、

税引前利益は 750 百万円（同 63.9%増）、親会社の所有者に帰属する当期利益は 450 百万円（同 28.0%）と期

初計画を据え置いている。一方、第 2四半期における通期計画に対する進捗率は、売上収益で 43.6%を確保し

ているものの、営業利益、税引前利益、親会社の所有者に帰属する当期利益は 17%前後であり、下期での巻き

返しが求められている。同社によれば、粗利率維持・確保のために原価上昇分を十分に価格転嫁ができていない

ことや、営業のマンパワー不足による国内事業での販売の停滞など、要因や改善ポイントは明確にされており、

既に粗利率維持・改善に向けた価格設定・販売方法の見直し、社内決裁体制の強化、新入社員や中途採用者に

よる営業増員、仕入商材のOEM先変更などによる価格低減、工事内製化による外注費抑制など、販売の巻き返

しや利益率の改善に取り組んでいる。海外市場においては、日系企業のみならず現地ローカル企業においても、

LED照明や業務用エアコンなどの省エネ商材への関心・需要が高まっており、引き続き海外ローカル企業との

アライアンス、M&Aなどにより、海外ソリューション事業の成長をさらに加速する計画だ。国内ソリューショ

ン事業では、営業のマンパワーを強化し、需要の高いUTMなどのセキュリティ商材の販売伸長、新しい市場と

なる介護施設などへのBCP対策用蓄電池の販売などの施策を講じており、下期での巻き返しを見込んでいる。

2023 年 9 月期通期業績予想

（単位：百万円）

22/9 期
実績

23/9 期 23/9 期 2Q
実績

進捗率
予想 前期比

売上収益 8,920 10,500 17.7% 4,574 43.6%

営業利益 413 780 88.8% 136 17.5%

税引前利益 457 750 63.9% 133 17.7%

親会社の所有者に帰属する当期利益 351 450 28.0% 76 16.9%

出所：決算短信よりフィスコ作成
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2. 事業セグメント別通期予想

(1) 海外ソリューション事業
海外ソリューション事業は売上収益が前期比 30.2% 増の 5,130 百万円、セグメント利益は同 76.3% 増の

580 百万円を見込んでいる。引き続き、日系企業のみならずローカル企業からの関心が高い LED照明や業務

用エアコンなどによるカーボンニュートラル及び省エネソリューション提案を強化していく方針である。利益

改善に向けては、原価上昇分の販売価格への転嫁、値引き防止のための社内決裁体制の見直し、OEM開発先

の開拓による原価の抑制などに取り組んでいる。特に、従来の価格設定方法では商品ごとに確保する利益額を

設定していたが、商品ごとの粗利率設定や、希望小売価格の見直しに取り組んでおり、国内外ともに、一定の

効果が出てきているようだ。第 2四半期の実績を見ても、中国、インド、ASEAN各国市場の成長余力は大きく、

特にゼロコロナ政策を終了した中国では急速に売上が回復している。中国では、新三板上場企業である大連レ

カムの信用力を活用し、中国ローカル企業とのアライアンスやパートナーシップを進め、日本で培った省エネ・

コストダウンソリューション、BPR事業としてBPO、DX化推進ソリューションを拡大していく見込みである。

M&Aによりマレーシア SLWE社を 2023 年 8 月に完全子会社化することを発表した。SLWEは Schneider	

Electric<SU> や Honeywell	International<HON> など欧米の大手電機メーカーのマレーシア国内トップ

ディストリビューターとして 400 社近くの顧客を抱え、直近の 2022 年 6月期で売上高 1,450 百万円、当期

純利益 582 百万円を計上している。これにより海外事業の成長が加速する見通しだ。また、啓明星辰信息技

術股份有限公司（ヴィーナステック）が提供するサイバーセキュリティサービスに関し、今般ヴィーナステッ

クが中国移動 <CHL>（チャイナモバイル）の子会社となったことから、同社は今後ASEAN各国でのサイバー

セキュリティサービスの提供をチャイナモバイルと連携して展開したいと表明した。やはり海外展開が同社の

成長エンジンとなっていくことは間違いないと弊社では考えている。

(2) 国内ソリューション事業
国内ソリューション事業の売上収益は前期比 7.3%増の 4,700 百万円、セグメント利益は同 23.2%増の 430

百万円を見込む。前述したように、価格設定方法を変更することにより、粗利率の改善効果が出てきているよ

うだ。また、新入社員の配属や期中の中途採用により営業社員の増員に取り組むことで、前期に好調であった

サイバーセキュリティ商材で販売巻き返しを図っている。また、2024 年 4月までに BCP策定が義務付けら

れた介護施設に対して電源確保のためのソリューションとして蓄電池を販売するなど、新たな市場の開拓にも

チャレンジしている。一方、電気料金の値上げを受けて、カーボンニュートラルや省エネソリューションとし

て LED照明などの需要は順調に推移しており、工事の内製化による外注費抑制などにより利益の向上を行っ

ていく予定である。
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(3) BPR 事業
BPR 事業の売上収益は前期比 12.3%増の 670 百万円、セグメント利益は同 3.4%増の 120 百万円を見込む。

下期は、BPO事業の導入実績が多い業種の導入成功事例などを業務パッケージとして作成しており、これを

営業提案していくことで、新規顧客の獲得を強化するとともに既存顧客からの受託業務の拡大を図る。また、

前述したように中国ローカル企業へも積極的に展開していく計画である。利益面では、AI、RPAなどを最大

限活用した高効率なセンター運営や、専用VPN回線の見直しなどのコスト削減により改善を図る計画だ。

新しい取り組みとしては、2023 年 4月に中国の準ユニコーン企業である実在智能社が開発したAI-RPAサー

ビスを日本で普及させることを目的として実在智能社とインテリジェンスインディードレカム (株 )を合弁で

設立し、国内の独占販売権を同社の 100％子会社であるレカムDXソリューションが獲得している。実在智能

社の開発したRPAは、プログラムを組むことなくシナリオを作成することができるため、シナリオ作成の時

間が短縮でき、IT の専門家がいなくても RPAの導入が可能であるという点が優れている。これを、BPR事

業として同社の顧客である中小企業 (6万社）、大企業・中堅企業（2,600 社）へサブスクリプションモデルに

より提供し、ストック型の収益を確立していく計画である。また、今後はASEAN各国で中国語版、英語版の

販売展開も目指している。

そのほか、5月よりベトナムのAimesoft	Joint	Stock	Company と共同開発したAI 営業支援システムの社内

活用を開始する。これは、AI による営業社員の成約見込率のスコアリングや、顧客ごとに最適な営業トーク

スクリプトの自動生成等を行うもの。社内で導入効果を確認した後、DX推進のツールとして外販していきた

い考えだ。

事業セグメント別業績予想

（単位：百万円）

22/9 期
実績

23/9 期
予想

前期比
増減率

23/9 期 2Q
実績

2Q進捗率

セグメント売上収益

海外ソリューション事業 3,941 5,130 30.2% 2,166 42.2%

国内ソリューション事業 4,382 4,700 7.3% 2,117 45.0%

BPR事業 596 670 12.3% 290 43.3%

合計 8,920 10,500 17.7% 4,574 43.6%

セグメント利益

海外ソリューション事業 329 580 76.3% 149 25.7%

国内ソリューション事業 349 430 23.2% 128 29.9%

BPR事業 116 120 3.4% 37 31.3%

調整額 -381	 -350	 － -178	 －

合計 413 780 88.8% 136 17.5%

※	売上収益は内部取引を含まない。22/9 期のセグメント利益（調整後）は、23/9 期の連結調整額基準に合わせて
調整した利益
出所：決算短信、決算説明会資料よりフィスコ作成
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3. 配当予想

同社は、配当性向 30%（配当金総額＝親会社の所有者に帰属する当期利益× 30%）を基準に、業績に連動した

配当を実施するという基本方針を掲げている。2020 年 9月期は、有価証券売却益を計上することによって年初

計画どおりの 1株当たり 2.0 円の配当を行った。2021 年 9月期は、親会社の所有者に帰属する当期利益が大幅

な赤字となり無配となったが、2022年9月期には1株当たり1.0円の復配となった。2023年9月期については、

1株当たり 1.6 円と増配予想となっている。

	█今後の成長戦略

グローバル専門商社構想の加速化で連結売上収益 CAGR30% 以上、 
海外ソリューション事業の営業利益シェアを 50% 以上へ

● 中期経営計画（2022 年 9 月期～ 2024 年 9 月期）

同社は、2022 年 9月期より新たな中期経営計画（2022 年 9月期～ 2024 年 9月期）を策定している。新中期

経営計画の基本戦略では「グローバル専門商社構想の加速化」を掲げており、時代に合った最先端の商材やサー

ビスを、同社の強みのダイレクトマーケティング力で全世界の顧客にソリューション提案し、グローバル事業の

成長を加速させる。2024 年 9月期の定量目標は以下の 3つとなっている。

1)	連結売上収益CAGR（年平均成長率）30%以上

2)	今後の主力事業と見込む海外ソリューション事業の営業利益シェア 50%以上

3)	株式時価総額 300 億円超（2022 年 12 月末時点 88億円）

合わせて、下記 2つの定性目標の達成も目指している。

1)	最終年度（2024 年 9月期）に東証プライム市場への移行基準達成

2)	最終年度に新三板上場企業である大連レカムの北京証券取引所昇格基準達成

グローバル専門商社構想については、「戦略的パートナーシップの拡大」「カーボンニュートラルソリューション」

「DX推進ソリューション」「サイバーセキュリティソリューション」「生産性の向上（自社営業部門）」「社内DX

推進」の 6つを成長戦略として掲げるとともに今後の事業展開を 4つのステージに段階分けしており、「Stage1」

＝現地日系企業への LED照明販売、「Stage2」＝既存顧客企業へのワンストップ・ソリューションの提供、

「Stage3」＝ローカル企業向けワンストップ・ソリューションの展開、「Stage4」＝各国のニーズに対応した新

たな事業の開発＆展開としている。ソリューションを展開してステージを駆け上がっていくことで事業を急拡大

させる戦略である。グローバル専門商社構想のキーワードとして、1)海外ソリューション事業の拡大、2)DX、カー

ボンニュートラル、感染症対策商材の推進、3)ストック収益の拡大の3つを挙げている。なお、年度別の売上収益・

営業利益については、最終年度の 2024 年 9月期に売上収益 150 億円、営業利益 15億円を計画している。
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